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　　　てかかれたものは，彼の同性愛に

　　　ついてであった

H　明治期のアンデルセン翻訳目録tt

おわりに

　はじめに

　明治20年以前た翻訳された青少年の

．読物の中で，大きな位置をしめていた

のは『ガリバー旅行記』『ロビンソン・

クルーソー』『7’宴rアン・ナイト』や

ジ丘一ル・ベルヌの科学小説などであ

った。レかしこれは内容からいって児

童のためのものではなく，青少年にも

幅広く読まれていたにすぎない。外国

の児童文学が子ども向きの本として紹

介されたのは明治20年以後で，この中

で最もはやく訳されたのは，アンデル

セン，グリム）・ハウラなどである。こ

石　川　春・江

れは目本の児童文学の第一歩といわれ

る巌谷小波の『こがね丸』（明治24年目・

以前で，日本の新しい児童文学の動き

はこの頃からはじまっていたといえよ、

う6

　ところがこの胎動期に外国の児童文．

学が，どのようにして目本に入って来

’たのか，どのように目本という新しい

土地に根をおろし，、葉を茂らせていっ

たのか，その詳細は意外なほどわから

ないのである。それは一つには児童書

が元来消耗品であって後に残らないこ

と，」 ｻのために研究が非常にたちおく

れていることもある6一今でこそ何種か

の児童文学辞典も出版されジまた文学

史も児童文学の項目をいれるようには’

・なったカ㍉それでもこの方面に力をそ

そいだ明治の人達の業績は，まだ霧の

中にとざされているものが多い。そ「う’

したはっきりしない，資料もほとんど

ないもの（Z？中から，外国のどのホうな

種子が日本に入って来たのか，それを

受けとる社会的な土壌はどうであった

のか，受けとり方に片よりがあるなら

ば，それにはどのような日本的思惟が

根にあるのか，そうした関連の上で目

本の児童文学の性格や流れについて，．

さらに’坙{の児童文化の歴史や問題に．

ついて，考えてみたいと思っできた。
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　アンディレセンの翻訳史1まその一：．一つの

手がかりである。幸い国立国会図書館、

には，現在のところ日本でただ一つと．

いわれるr王様の新衣裳』をはじめ，

数多くのアンデルセンの翻訳本が所蔵

されている。ζの稿でほこの翻訳につ’

いて解題を付して年号順に紹介した。

また明治期に日本に入ったアンデルセ

ンの作品は，原語によるものはほとん

どなく，英訳，独訳，・仏訳などであ6

たが，アンデルセンの作品が翻訳され’

る基盤として，これら外国語による彼

の三瀬が，いっ頃から人々にしられる

ようになったのか，また旧名辞典など

にアンデルセンが紹介されたのはいつ

なのか，などを当館の資料を中心に，

現在わかった範囲で記してみたいと思

う。

1　明治期にアンデルセンはどれだけ、

　　知られていたか　　、　　　1．、

（1）英語のリーダーにのった『マッチ

　売りの娘』、

　アンデルゼンは1805年に隼まれ，

1875年に死んだ。目配でいえば文化2

年生まれ，明治8年の死である。日本

での翻訳は，今のところ明治21年3月

のr女学雑誌』にのった「不思議の新

衣裳」が最も古いと思われるから，ア

ヒデルセンの死後13年，’デンマークで’

はじめて童話が出版された1835年から

約50年忌年月がたっている。山室静氏

は，アンデルセンの作品は彼の晩年，－　．

イン下や中国でかなウ紹介されてゼた

らしいから，日本でももう少し早い紹

介があってもよいのではないか，とい

っておられる（注1）。『日本で文学関係．

の洋書が一般の人の手にわたるように

なったのはいつ頃からなのか，その方

面め知識のない私にはわからないが，

丸善をはじめた早矢仕有的が明治14年

に洋書の古本をあつかう中西屋を開店

させたことを考えれば，当時相当の洋

書が動いていだと考えられる。アンデ

ルセンの作品も，明治20年以前に何ら

かの形で日本に入っていた℃あろう。

　その一つの例とし1て，New’National

Third　Readerにマッチ売りの娘の話

がThe：Little　Match－girlの題でめっ

ていることを，，木村毅氏から教えてい

ただいた（注2）。これは帝国図書館に

明治19年5．月261喆ｶ部省交付で受け入

れられている。こりリーダ・一一・　ltは作者

の名は書いていないが，こうし’た形で

作品がいくつか紹介されていたことは

充分考えられる。

（2レ外国の児童文学！こもあかる吟巌谷

　小波

’明治20年代ρ前半には，、アンデルセ

ンの名は文学者の間では相当しられて

いたらしい。巌谷小波は日本ではじめ

ての創作童話と一般にいわれる『こが・

ね丸』を明治24年に発表したが，・この

本の巻頭の凡例で「作者此のrζがね

丸』を編むに当りて，彼のゲーテーの

Reineke　Fuchs（狐の裁判）．其他グリ

み，デンデルゼン等のMa6rchen（奇
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異談）また雌鶏には桃太郎かちかち山

を初めとし，古きは今昔物語，宇治拾

遺などより天明ぶりの黄表紙類など種

々思ひ出して立案の助けとなせしが。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ，されば引用書どpて名証する程にもあ

らず士とかいている。　rこがね丸』が

出版されるや賛否両論さまぎまな論争

がおこるが，rこがね丸』の文体め古

めかしさに対する，堀紫山の論評め中

にも小波のこの言葉はとりあげられ，

　「アンデルセンのメルベン」はすでに

この頃人々には親しいものとしてとり

あっかわれている。小波は幼い時から

医者になることを父にすすめられ，1ド

イツ語を学んでいた。小波の『小波身1

上野』（明治40年）にも，10歳の頃ドイ

ツに留学中の兄からオットーのメルヘ

ン集を送られ，それが後々までの愛憎

書たなったことを記している。アンデ

ルゼンの作品を読んでいたことはr小

波日記（己丑日録）』明治22年1：月26日・

に「南江堂にてアンデルゼン求ム」と

あり，同年2月15目に「二宮にアンデー

ルゼンの小説貸し又氏‡り帽子借る」

とあることからも明らかである。ただ

一し童話でなく小説であろう。なお明治

23年11月16目にも「三好丑郎氏よりア

ンデルゼン借る」とあり，これもどの

よ⇒な本ゆ不明だが，文学者の間では

アンデルゼンという作家が次第にしら・

れていったことが推察される。ただ不

思議なのは，明治24年のrこがね丸』’

の巻頭に幽 uアンデルゼンのメルヘン」

と書いた小波が，明治25年にはじめて

訳したものが『極楽園』であることで

ある。これは山室静氏がいわれるよう

に（注3），アンデルセンの童話の代表

作でもなく，日本人にとって難解な話

であることである。．小波は翌26年『幼

年雑誌』に「かがり針」「飛行鞄」の翻

案をのせてはいるが，やはりこの時代

は童話作家アンデルセンの名はしちれ

ていても，彼の童話の全貌，少くとも

代表作はしられていなかったと思われ

る。

（3）人名辞典類にのったアンデルセン

　の紹介

　アンデルセンについて）当時どれだ

けの知識が得られるか，一つの手がか

りとして入名辞典類をしらべてみた。

洋書では，・リッピンコットρ人名辞典

1870年版（注4）が，明治10年に教育博

物館（注5）に入ρているが，これには

相当詳細な紹介がのっている。’また

Beeton・の人名辞典（注6）は明治8年

東京図書館（注7）購入となっている一

が，これにも簡単℃はあるが少年少女
　　　　ヒ
向きの物語で名をなした作家とある。

日本で人名辞典にのρた最初のもの

は，山田武太郎編r万国人名辞書　上

巻西洋及漢暮六部』（博文館明治26

＜請求記号23－215＞）であろう。山阻

武太郎は山田美妙で，ここには「あぬ

だるせぬ」として彼の略歴を紹介して

いるが，　「近代の有名な文学者」とあ

？て童話作家であるとは書いでない。

この人名辞書は，リ∫ッピンコットを参
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照しているらしく，リッピンコヅトに

1835年の作品「0，・T」を・「0・Z」

としているのを，あやまりのまま紹介

している。ただしリッピンコットでは

そのあとアンデルセンの童話作家とし

ての才能に言及しているのに，、山田美

妙は後半を省略してしまったのか，ま

たはちがう本を参照したのか，その点

ははつぎりしなy㌔1

　山田美妙のr万国人名辞書」の二年

前に，芳賀矢一r世界文学者年表』（冨

．山房　明治25＜42－126＞）があ6。

これはアンデルセンの名と生没年があ

るだけのものである。取材に’？いては

「この書の編纂に関して和・漢・洋を

併せて200部の上をいつ」1とあって，

何から取ったかはわからない。明治25

年とい之ぽ芳賀矢一は東京帝国大学国

’文学科を卒業して大学院に入った年で

あり，との本の明治37年の再版には

「大学在学中に起稿せしもの」とある，。、

（4）明治30年代の初期こ入っていた英

　訳のアンデルセンの代表作

　明治20年代はア叱デルセンの名は知・

られていても，彼の童話についrはま

だ理解されず，30年代もほぼ同様，彼

の代表作が翻訳されるのは明治40年代

に入ってからである6iところが，帝国

図書館ρ本の中に興味ある例を見つけ

た。・H：a＃sC．．Andbtse阜’s　Twelve　Fairy

Tales．　Kobunsha，　1899　（The　Kobunsha・

’　Series　of　Subplementary　English　Read一

・ers，　for　Middls　・Schools　No．’11）　，〈113

－175，〉　一

興文社で編集した英語のリーダーであ

るが，この12篇は次のものである。「み

にくいあひるの子」「伸よし」「高跳び競・

争」「雛菊」「野の白鳥」「蕎麦」「旅の道づ

れ」r豚飼い」「お父さんのする事はいつ

もよし」「王様の新しい着物」「幸運のオ

’一 oーシューズ」「ある母親の物語」。・

明治32年刊だがこの選択は非常にすぐ

れたものである。この本はすでに選ば

れたものをそのまま使用したかも一しれ

ないが，当館には他に，1900年のロン

ドン発行のFairy　TaleSの大型本2冊

が南り・これには代葦的な作品42話が

おさめられ，Hans　Tegherという画

家の挿画が入っている（注8）。　「帝国

図書館・明治33年」購入印があるか

ら，先の興文社刊のものもこうした本

を参考にしたとも思える。とすると明

治40年代になって代表作が訳されはじ

める1のは少々おそすぎる感がある。

（5）日本ではじめてアンデルゼンにっ

　いてかかれたものは，彼の同性愛に

　ついてであった

　辞典類でなくアンデルセンについ

て，日本でかかれた最初のものは，明

治36年3月雑誌『明星』に巌谷小波が

のせた「アンダーセンの半面」という

演説記録であろう。これは小波が明治

33年ドイツめベルリン大学附属東洋語

学棟の講師としてまねかれ，明治35年

11月帰国後に講演したもので，内容は

プンデルセンの同性愛の性癖について．

である。これはベルリンの同性交際研
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究会に小波がよばれて日本の話をさせ

ちれた際その会の年報を見たところ

アンデルセ？のことが出ていたとし：て

．小波が話したものである。アンデルセ

ンが子どもの時人形をも、てあそび，人

形の着物を作るの泰好きであったと

と，彼は終生身をかざるのが好きであ

り，ついに結婚もせず，男らしい美男

との交際を好んだといった内容の話で

　「私はアンダーセンの作物は好きであ

るが伝記を見て愛想がつきてしまつ

売」と語っている。この話は次いで出

版されたr洋行土産』（2冊．博文館

明治36年5，月＜96－210＞）の最後にも’

再録されている。アンデルセンにらい

ての．最初の紹介がまず同性愛では，ア

’ンデルセンに気の毒ではあるが，略伝

，が同じく巌谷小波によって明治38年9

月r中学世界』第8巻12号に紹介され，

これが日本で紹介された彼の伝記のは

じめではないかと思われる。明治40年

以後になれば彼の作家としての業績も

人となりも相当に知られていたこと

は，翻訳本のあとがきなどによって知

られるが，まとまうたものは，大正に

入ってアンデルセン研究の上で大きな

足跡を残した芦谷芦村の研究まで，ぬ

ぼしいものはないと思われる。

　　　・　　　注

1　『明治のアンデルセン　山室静氏の

講演と翻訳目録』児童書の会　1971

2　New　National　Third　Reader，　A．

S．　Barnes　＆　Company，　New　York

　and　Chigago，　1884〈36r，　161＞

3　注1に同じ

4　Lippincott’S　Universal　pronounc－

　ing　dictionary　一〇f　biography　and

　mythology．　Phila．　1870．　〈10－1＞

5　明治10年創設された「教育博物館」

　は明治14年「東京教育博物館」と改称さ

　れ明治1＄年6月東京図書館と合併，資

　料は後の帝国図書館にひきつがれる。

6　Beeton’s　Dictionary　of　Universal

　Biography．　Lond6n．〈65－36＞

7　東京図書館は明治30年帝国図書g）創

設により資料をひきつがれる。

8　Andersen，　Hans．　Christian，　Fairy

　Tales，　Newly　tr．　by　H．　L．　Braek一．

　stad．　Lond．　1900．　2　vols．　〈73－148＞

r［明治期のアンデルセン翻訳目録

　　目録は刊早舟とし書名，訳者，訳者生

　没年（ただし回復の場合は省略），挿絵画

　家，画家生没年（重復の場合は省略），出

　版社または掲載雑誌および巻斗，最後に

　国立国会図書館の請求記号をいれた。解

　題の中の作品原題は岩波文庫のrアンデ

　ル：セン童師集』大畑末吉訳による。

　　　　　　　　　　　　あたらしきいせう1
．

様の題でしられた話で，

の作品の訳とP下現在最：も年代φ三吟

ものと思われる。原作者アンデルセン

の名も訳者の名も記してないが，r女

学雑誌』95号（明治21年2月4目）に

「小部のはなし」欄をもうけるについ

朋治21．3　不思議の新衣裳　女

学雑誌100，101号（小供のはなし

第5，　6回）　　　　　＜雑54－4＞

「皇帝の新しい着物」の訳。1裸の王

　　　　　　　　　　アンデルセン
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　　がいてい　　おきな
，て，核提の翁の筆名でその趣旨がのっ

ているので，これが訳者であろう。そ“

れによると「猿蟹合戦，．かちかち山峡

子ども向の話はあるが数は少な、い。子噛

どもの心にタぐか「ない，しかも．智徳の

発育た効穿る話のあれかレと平常思っ

ていたが適当なものが我国にはない。

西洋には『ミス・アルコヅト』ρ如き

子ども向の小説を作る者もあり，又

『セシト・ニコラス誌』のような雑誌

庵あるが，我国にはこの辺の融育壱『深

く注意する者のないのは残念である。

吾々は今母親がその子に語るにょい話

をあつめそみたい。その話はただ筋書

をかいて別に文飾せずこれを面白くも

おかしくもするのは母親自身にまか甘

一る」といった意味のことをのべてい

るbオルコットやアヌリカの有名な児

童雑誌「セント・ニコラス誌」を当時，

例にひくこの手提の翁は，この方面に

ついては相当の知識をもやていた人な、

のであろらF．福田清人氏はこの斑是の

翁を『女学雑誌』め主幹の巌本善治そ・

の人であろうといっておられるρ氏の

’しらべによれば，廠本善治は『少年世’

界』にも児童読物についてし1ばしば執－

解しており，「翁孫」「右四」の雅号を

用いておられるので，、善治自身と推定

されたといわれる。この雅号からめ推

定については，私には判断はっきかね，

るが，ただ「小供のはなし」欄の趣旨

を見ると，この雑誌の編集の責任ある

位置め人であることは充分うかがわれ

否。、文章はn語と文無力1いりまe．って1

はいるが，リズムのあるカのこもった

文章である。ただ「あ、る国ρ天子さま

は」と書き出した文章が，次の回へゆく

と「哀れむべし天皇はメリヤスの儘に

て馬に跨が璽朕にごそ不思議の新衣裳

、は見へざれ∵…」となり，ある国の天

　　　　　　　　　　　　　　　　サ子さまにしても，この頃はまだこのよ

うな文章が別に問題にもならず書かれ，

たのかと．それも珍らしく，また話の結　L

末が原文とちがって「七八歳の童子も
　　　　　　　　　　　　い　　がんぜ
同じく拝覧してありしが，最と頑是な

く笑ひ出し見よ見よ天子さまは下着の

ま享でお出でなりと叫びたる1『今まで

堪へ居たる見物ども一同にドット声を

あげて叫びたる々ミ，こは尚，ほ新衣裳の

立派なることをほあたるにて候ひしと

なり」どあるのも注目される。この結

末のまちがいは訳者が記憶で冷いたも

のなのであろうか，重訳にしてもこう‘

した本すじのあやまりはしないと思わ

れる1さらにこの文章は、「お前方は何

でも正直にしそして正直な事を言ふに

は少しも亘る》ととなくキッパリと之

を吉ひ又断εて行はなければなりませ

んよ。」と教訓でむすん．でいる。　「小

野のはなし⊥が元来子どもの教育を目

的とし℃あまれ，外国作品を「訳す」「

という意識はあまりなかったと見るべ

きであろう』．

2

H　82　ny

明治2i・・2蕪王様噺衣裳・ア

≧デルセン原作、在一居士（河野

政喜）、『訳　春祥堂　28P

　，　　　　　　’＜特52－706＞



　　　　　　　　　　　　　ノ　昭和31年上野図書館の未整理本の中

から発見されたこの本は，石川巌氏の

　r明治初期戯作年表』（昭和2）たはの

っているが，ほとんどの人が見た事の

，なかった稀本で，単行本としては最も

古い訳と思われる。日本では国会図書

館のみ，今一本デンマークゐアンデル

セン博物館にあると聞いて，どのよう

な経路．でデンマ」クに渡ったのかと疑

問に思っていたところ，山梨県入代郡

市川大門町の渡辺青州氏の「青州文庫」

にあった『王様の新衣裳』を三州氏の

息子さんの渡辺陸三氏がアンデルセン

博物館に寄贈された由，山崎武雄氏に

教えていただいた。　「青州文庫」の本

は今東大図書館にある。

　こめ本は表紙の上部に仏語の標題が

？いており，訳者はあとがきで「右ば

デンマルク人アンデルセンの奇談集の

一話餅が・未だ原書親ざるにより

て・姑らく仏蘭土人ソルデ馬の訳本よ．

り翻訳レたり」と仏訳からの重訳であ’

ることを明らかにしている。なおあと

がきは続いて「アンデルセンは貧賎よ

り起り，百折千磨の辛酸を経て，羅に

小説の大家となるに至れる者なり，二

三灘lll鞭熱1
て，巧に世相を穿ち得たる者にして，，

之を浅く考ふれば極めて面白く，之を．
　　　　　　　　　いましめ深く考ふれば極めて警戒となる。然れ

ども斯のごとき無熱読む人の鞭

に任せて，別に説明を附けざるを却て

　あじはひ
　妙味ありとすれば，其指す所の何事な
・1

驍ｩは今回に述べず，請ふ読者みつか

　ち之を辮ま入よ」とあって，作者を童

　旧作察であるとは思わず，三世奇談と

　サブタイトルをらけたように，その風

　，刺をするどく受け取っている。これは

　先のr女学雑誌』の訳が子どもに対す

　る正直磁訓にレてしまったのとは，

　受けとり方に大きなちがいがある。

　　　『王様の新衣裳』ゐ本文は口語訳，

　今読んでも古めかしさを感じないなだ

　らかな訳文で完訳に近い。この訳者は

　明治21年の末にラウリンソン著r旧約

　史論』〈HP　16一　9＞，ペレグリン著

　　r鱗鉾論』＜・9＿75＞とつづけて

　3冊の訳本を出しているが，この在一

　’居士河野政喜がどういう人で南るのか

　今までのところ見当がっかながつた。

　どころがこの河野政喜という名が何人’

かのペンネーム． ?vしいことを滑
　川道夫氏よρうかがった。滑川氏の発

　表1とより今までわから1かったこの人

　物が明らふになる事が待ちのぞまれ

　る。

　　なおこの本の翻刻は1r明治文化資料

　叢書　第9巻』（翻訳文学編風間書房

慧轟デ簿慰究融努
　に掲載されている。一

　3．明治22．10三E宮　小金井きみ子

　　　（1870－1956）一国のもとみ

　　　2巻7号（早稲田大学図書館所蔵）

　　　（かげ草　春陽堂　明治30．5に

　一　83f



　　　も収録＜74－162＞）

　　小金井ぎみ子の「絵のない絵本」め

第5夜の訳は，兄森拝外との共著『か

　げ草』の中に入っているが，それより

・早く明治22年10月r国のもとみ』’とい

　う雑誌の中に収録されていることが翻

　訳文学関係の目録に出ている。この

　『国のも一とゐ』潜ど：のよう奪i雑誌であ

　り，ゼこに所蔵されているか・さ冷し・

　たところ早稲田大学図書館にあること

　がわからた。『国のもどる』は東京高

　等女学校（東京女高師附属高等女学校）

　の教員たちが明治22年4月に発刊・当

　校の矢田部良吉校長による一「良妻良母，

　を教育する4同校の教育主義で編集さ

　れた雑誌である。小金井きみ子は朗治

　21年に同校を卒業しているので・卒業

　生として奢御したもめであろう。’森鴎

　外は明治17年ドイヅに留学，21年9，月

　に帰国した時，アンデノ？センのドイツ

ゴ語訳を何点か持ち帰った，今鴎外め蔵

．書は東木図書館に所蔵ざれているが・

　その中に『絵のない絵本』のドイツ語

版もあるので，この訳はそれを底本に

　したと思われる。　「月のみつから物語

　りじ…」といった美文調の文語体で，

　後の『かげ草』の文章にはやや推敲の

　あとがみられる。，絵のない絵本は全部

　で33話，この中でフランス革命のr挿

　話がなぜとられたか，山室静氏も疑問，

　を出して：おられるが（注1）『国のもど

　ゐ』といった良妻良母主義とはいえ；

　パイオニア的な意気ごみで曝じめちれ

　た雑誌にのせうために，社会的な問題

をふくんだ作品を紹介レたのであろう

か。，

　　　　　　　　に　にん4
． 明治24．3　二人むく助　紅葉山

人（尾崎紅葉）（1867－1903）著、

・武内三舟（1861・一1943）画博文

館　1．14　P（少年文学叢書第2篇）

　　1　　　　　　　＜特47－601＞

　博文館より明治24年に出版された

『少年文学叢書』の第1編は，小波の

　「こがね丸」第2編が尾崎紅葉の「二

人むく助⊥である。これは「小クラウ

スと大クラウ，幻の文語による翻案

・溶，武内送舟のさし絵もちょんまげ姿

のむく助が活動するまったく日本風の

話になっている。そのためか東北地方

の高話をあつめた佐タ木喜善のr丁零

草子』にこの話がのっていうと，山室

静氏の話にあった（注2）。とこ・ろで原・

話では，貧しい小クラウスがただ一年

の自分ゐ馬を大クラウ、スに殺されてか1

らは，富んだ大グラウスをことごとく

だまして金をまきあげ，最後は大クラ

ウスがはかられて自ら水の中へ沈めら

逆しまってもイ酔から呈し準ユ、

一モァがただよって認るのに，，同じす

じのはこびでも日本の話となると陰惨

な暗さを感じさせる。それは紅葉が話

　　　　　　　　　　　うつけの終りに，「善人なりとも愚鈍は亡び，

悪人ながら智者は栄ゆる世の中の例。

合点が参らば御学び候へ，どなたもど

なたも」と書いている，そうした受け

とめ方によるのかもしれない。当然当

時ゐ事とてこの作品は悪評をこうむっ

たという。さし絵の武内桂舟は恐恐社
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の同人，博文館のr太陽』r文芸倶楽部』

r少年世界』のさし絵主任であった。

5 明治25．3～5・極楽園　大江小

波（巌谷小波）　（1870－1933）・訳

小林清規（1847－ig15）画幼年雑i、

誌第2巻5～10泣く雑52－48＞
「エデンop一直」の訳。この訳は，小’

波の最初の言文一致による作といわれ

るが，かなり改作されている。訳の最

後に「本篇アデルセンの原著と相違

の点少なからず，就中此大尾の如きは

全く訳者の自作に出てたり，読者乞ふ

之を諒甘よ」とあって，凍作の最後は』

パラダイスの仙女が，　「私が『ついて．

いらっし温い！』とさそってもついて・

来てはいけない，眠っている私に接吻

してはいけない」と王子に約束させる

が，王子はさそいに応じて仙女につい丁

てゆき，接吻すると，今までのパラダ

イスの園はくずれ真暗な闇の中に王子

は落ちる，となρているρところが小波

はここを子ξも向きに，酒に酔って王

子が目をさまし，のどのかわきでアダ

ムとイヴのりんごの実を食べて闇に落

ちると改作している。わざおざ改作を

ごとわったのは良心的だが，子ども向

きでわがりやすい話なら他にいくちも

あるりに，改作してまでこの話を選ん

だのは，・先年もふれたよう1こ他の童話

をの嫡つたの飾ろうか・・さし絵

は版画家として名高い小林清親6清綿．

は当時子ど．も向きの本の挿画を多くか

いている。　（なお，　「極楽園」ほ『新

御三艸子』　（博：旧館　明治25．11＜特

10＝239＞）、にも掲載されている。）

6．　明治25．11～34．2　即興詩人

　　鴎外漁史（森鴎外）（1862・一1922）

　　三三志がらみ草紙　38，40，41

　　42，　47，　48，　50，　51，　52，　53，　54，

　　55，58，59号　　　　　く雑i8－6＞

　　即興詩人観潮楼主人　誇ざまし

　　三二14，『IS，16，18，23，24，25，

　　26，　28，　29，　30，　31，　32，　33，　39，

　　40，　41，　42，　43i　44，　45，　46，　48，

　　49　　’　　　　、　’　　　　　　　＜（雑8一一17＞

　　即興詩人上・下．森林太郎．春

　　陽堂・明治35．9　　＜86－356＞

　明治期より今目まで，原作以上の名

訳といわれた作品。’この訳は当時の日．

本文壇のロマン主義運動に大きな影響

を幽たえた。　「即興詩人」ははじめ鵬．

外主宰のrしがらみ草紙」に連載され

同誌が鴎外め出征によって廃刊ののち

再び発行きれた同趣旨の雑誌『めざま

し草』に連載され，完成におよそ9年

の歳月をかけた。この訳の底本といわ

．れるドイツ語本は現在東大附属図書館

に所蔵されている。なお単行本となっ

た即興詩人は，鴎外が母親に読んでも

らうために4号活字で組ませたとい

7

8
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・明治26．1・ピン物語　漣山人（巌

』谷小波）著　幼年雑誌，3巻2号

　（玩幻燈会　其1）　＜雑52－48＞

明治26．3　カバン旅行　漣山人



　　　（巌谷小波）著1幼年雑誌　　3巻

　　　7号　（蒲幻燈会其4）

　　　　　　　　　　　　＜ee52’一48＞

　「ピン物語」は「か魍針」の翻案。

当時はやりはじめた幻燈会とみたて，

て，はじめに口上，ついでピンのひと

　りごと「ア》っ重らねえっまらねえ。
おれ

吾位つまらね三者はあるまい……」と

いった調子でひとりごとがっつくが，

原作の身のほどしらずにお高くとまっ

たピンの面白さがここではぐちに終っ

一てしまっている。取材にっかbたとい

ったもので，原作、とは内容的にだいぶ

ちがったものになっている。

　　「カバン旅行」は一「飛行鞄」から，

空どぶカバンどいうヒントだけ取っ

て，当時シベリヤ遠征で名高かった福

島中佐のいるシベリヤにカバンに乗ρ

て飛んでゆき，馬をはし臼せる福島中

佐に追いつこうと杖でカバンをう、ち；

ついにカバンがやぶれて下にお「ちたと’

ころで眼がさめた，という1 ??ﾅあ一
るσこれも原作とは内容は似ても似つ

かないものになっており，小波がアシ・

デルセンの童話を読んだことはあとず

けられるが，内容的には何を読み取っ

ていたのかと疑いたくなるような作品

である。

9・・明治26・・9．醗郷雪の女王
　　木知庵（内田魯庵）（i868－1929）

　　訳　警醒社　（r鳥留好語』の内）

　　　　　　　　　　　　＜44一一57＞

　r鳥留三密』は魯庵の生前から稀本

といわれていた本で，柳田泉著r明治

の書物・明治め人』によれば「ちょう

りゅうこうこ」とよみ，きれいな鳥が

歌いとどめた好い物語の意で，尾崎紅

葉の命名という。アンデルセンの訳と

共にボー，ディケンズ，エッヂワrス，

ブレジト・・ハートが紹介されている。

　内田魯庵は内外の書に広く耕しんだ

人であるが，「、「エデンの園ゴがここで

再び訳されているのは，こめ作が何か

によって早く日本に紹介されたのであ

ろうか。　「雪の女王」はアンデルセン

童話集の中では長い話であるが，要を

えた文語体で辱とんど完訳である。’

10．明治27．．1・スミルナの花　禿木

　　　（平田禿木）（1873－1943）訳　文

　　学界’第13号　＜2fl　8　一16＞（御墓

　　の花　雪丸少年世界第5巻13号

　　明治32．6　＜雑52－10＞）

　’「ホメロスの墓の薔薇ナ輪」の訳。

前書に漣馬の詩人アンデルセンの作を

友人が英文に訳してくれたものをさら

’に訳したとある。二品はこの訳の出た

明治27年第一高等中学校を退学，翌28

年東京高等師範学校英語専修科に入学

する。学業途中ではあるが後の英文学

者禿木を思わせるきわめて美しい文語

訳である。こ一の作品は「御墓の花」と

してr少年世界』’5巻13号にも掲載さ

れている。
　　　　　　　　　　1

11．明治28．．10　新竹取物語（一名指

　　子姫）　みやつこまろ（森晋太郎）

　　著　武内千舟画　少年世界　第1

　　巻19，21，22号　　　・＜雑52一一10＞
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　　「おやゆび姫」を日本風に翻案レた

作品。筆者みやつこまろはr少年世界』

ユ巻13号の総目録に森晋太郎どある。

この人は・蜷峯と号し・他にイプセン

の『社会之敵』　（明治34年）の訳のあ

ることを西田長寿氏に教えていただい

た。時事新報の記者で英語のよくでき

る人であったという。

　この訳は「新竹取物語」と名づけら

tれ，武内二二の着物を着たおやゆび姫

の絵とともにきわめて二本風な物語に

なっている。例えば冬になっておやゆ

び姫がねずみのおばさんに救けられ，

隣iにすむ金持のもぐらのお嫁さんにな

るようにすすめられるところに「隣家

のむぐら，』 冾謖苣gを宿の妻に迎へ度

、しとなり。女は氏なうして玉の輿に乗

るとかや∵…・」とある6

12．明治29．6　新衣皇帝　紫楼　少’

　　国民・第8年12号　　く雑52－1＞

　訳者紫楼については不明（東海散史

・柴四郎であろうか）。L「皇帝の新しい・

着物」いわゆる「裸の王様」の風刺の

きいた話の面白さは，当時の人々の注

意をひいたらしく訳が非常に多い。こ

の話はアンデルセンが1837年版の童話

集の自序で「この着想はドン・ファン

・、マヌエル公に負うものでわる」と書

いているように，スペインのアルフォ

ンソ十世の甥であ「るマヌエル　（1277一＝

1349？）の教訓的な寓話集『ルヵン　一一

zレ伯爵とバトローニオ例話の書』の第

32話にあるという。戦争と陰謀にあけ

くれたスペイン貴族の話らしくなかな』

か痛快な話である。

　ところでこの訳も原文に忠実な訳で
　　　　　　　　　　　　　　み　ゆ　き
はなく，最後は「古より赤裸の御行幸

は稀なりとて，いまにいひ伝ひぬ。御

還幸の節の皇帝の御容貌，供奉の挙

動，詐偽者の行方，．これ等は誰も知る

能はざりしといふ。」とむすんで，原作

の裸の王様は困ったが，なお一層威厳

をもって歩く，そして侍従たちはあり、

もしない裳裾を捧げて進靱といった

話の結末には，まだなじまないのであ

ろうδ

13．明治30．3　花の復讐　太田玉手

　　（i871－1927）訳tt文芸倶楽部　第

　　3巻4編　　　　　　　　　　　　　く雑8－31＞

　　「薔薇の妖精」の訳。恋人を殺され

た娘が，その恋人の首を植木鉢にうめ

その上にジャスミンを植える。一部始．

終を見ていた薔薇の花の精がジャスミ

ンの花に語り，花の精が恋人を殺した

’兄を殺すという話でζのロマンにひか

れて訳したものであろう。，玉上は当時

国木田独歩，田山胃袋，宮崎湖処子ら

とともに叙情詩派のひとりとして位置

をしめ一く一いた。P語訳である。

14．．明治30．5　月物語　太田玉茗訳

　　太陽第3巻第9号　〈雑54－35＞

硫燈」．「薔薇かざ亘の2編「絵

のない絵本」の第1夜と第3夜の話

・で，前に掲げた「花の復讐」とちがっ

て文語訳。書き出しは小金井きみ子と

同じように「月の自ら物語りけるは」
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となっている。

15．朗治35．5マッチ売りの小娘平

　　尾聖天金港堂（金港堂お伽噺）

　　て三康図書館所蔵）

16．明治35．11教会堂の古鐘　名川

　　鴻下訳　明星　第3巻6号

　　　　　　　　　　　．＜雑8一一28＞’、

　　「古い教会の鐘」　（シラー龍念帳（り

ために）の訳。訳者名川鴻河について’

は不明。内容はデンデルセシの敬愛す

る彫刻家トルワルゼンによるシラーの

像にふれてかいたもので，詩人として

の彼のシラーに対する愛情に満ちたも

のであるr蝉集に入っているが・r」・・

容は童話で1まない6口語訳。

17．明治36．，3・，花物語　星郊生（生

　　田長江）（1882－1936）訳’明星、ト・．

　　卯1歳「第3号　　・　＜雑i　8　一一28＞、

一「もの言わぬ本」の訳。評論，小説’

戯曲，翻訳と幅広い活動をした生田長

江は，この訳を出した明治36年東大哲

学科へ入り美学を専攻，翌37年上田

敏，馬場孤蝶等の，r花苑』の同人とな

り，上田敏の命名でそれまでの号星学

を長江と改めたといわれる。・』この話は

死んだ不幸な詩人の持っていた本には

さまれた，花や葉のさまざまな思》・出

の物語であ’る。．馳

　　　
　このr明星』の目次には，花物語の

題の下に（美文）とある。’（長詩）〈短

詩）（小説）（俳句）などと並んで（美文）

というジャンルに，アンデルセンの訳

が並ぶというの醜興味あるこ≧であ

る。アンデルセンの訳を年代を追って

見てくると，デンデルセンが童話作家

として受けいれられる以前に，ロマン

チックな作風の作者として，r三星4・

r文学界』’r文芸倶楽部』などに紹介さ

れ℃きた理由がわかるような気がす

る。彼の散文的な短篇は，美文でまと

めるには手ごろなものであったろう。

平田禿木，太田玉茗，生田長江らは，

．こうしたアンデルセンの詩人とレてめ

要素をたくみに生かして翻訳したと思

われる。

18．明治36．6　腹黒き童　柴田守中

　　tt訳　明星三歳第6号

　　　　　　　　＜zg11．105－M・一10＞

　　「いたづらら子」の文語訳。キュー

ピットに心臓を射られた詩人の話で，

これも童話というより，詩的なもので

回る。・．

　　　　　　　　　　　　ほくちばこ19．明治36．7　不思議の火絨箱　杵

　　屋糸糸遊訳　中川葦舟画　少年世界

　　9巻9号　　　　　　く雑52－10＞

．，「火打箱」の口語訳。アンデルセン

童話集の最初にある，民話から取材し

た話である。さし絵の中川葦舟は小波

のr世界部伽噺訂などにもさし絵をの

せてい＝る。

20．明治38．4　花の舞抱影読売
　層新聞　23～30目

1国会図書館に所蔵せず。

21．明治39．3　狂言謡大名　杉谷代

　　水　（1874～1915）著　早稲田文学

　　　　　　　’　‘　　　　　　　＜雑8－40＞
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　　「皇帝の新しい着物」．を狂言に翻案
　　　　　ノ　ヒ　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　ござ
した作品。　「主r隠れもない大名でム
　　　　　　　　すき　　　　からやまと
る。此中は衣裳も数寄を意いて，愛盛

ありとある程の衣は試みてムれども，

はや大方は飽き果ててムる。さる間，

何か世に珍らしい衣もあれぼ求めたい
　　　　こうさっと存じ，高札を打たせてムる」と，王’

様を大名に∫さぎ師をスリにしたてた

なかなかたく冷な狂言である。’杉谷代

．水は坪内適遙門下恥英文学，冒国文学に

も明るく，新体詩，戯曲などの作品も

残している。この作品は’ 註剪J代水選

集』　（冨山房　昭和10）にも収録され

ている。

22．明治40．11醍の木・思ひ同志

　　本間久四郎訳　文禄堂　　（名著新

　　訳の内）　　　－　　＜26－432＞

　「思ひ同志」は「仲よし」，こまとま

りの話である。本間久四郎はあとがき

の中で，アンデルセンの物語の特徴を

「（1）必うず何事かの観念を有する事，

’（2）叙景を描くことに精緻巧妙なる事，

（3）教訓を示すといへどもただ徒らに思

考仁義を説くの類に非ず，読者の心のr’

底より知らず知らず良心を喚び起ざし

めて，自かち行を慎ましむるに至る

事，（4）甚だしく詩趣に富める事」とそ

れぞれ作品の例をあげている。『この本’

の中にはアンデルセ・ンをはじめボー，

コナン・ドイル，ボーγンなども紹介

「している。本問久四郎は夜香生，天馬、

楼主人・天騨畑名でザ聲9訳
を出している。

　山室氏も指摘されているように（注
3），’ 纒¥作が翻訳され、はじめるのは

明治40年代に入ってからで．あり，・これ

以後はすべて口語訳になる。

23．明治40．12　魔法破　雨谷石燕訳・

　　御文社　63P　，　＜特45一一968＞、

　「旅の道づれ」』の口語の抄訳。内容

は同じだが，犬にかみつかれてこわさ

れる人形のお妃が，八重垣姫になって

いたり1 C所々に目本風な改作が拳る。

24．明治41．2　赤靴物語　百島操訳

　　内外出版協会　100P　（通俗文庫

　　：第4編）　、』＜特47－71》
　　　　　　　　　　　　　　　　う　「赤雪物語」・「醜い家鴨」Tマッチ売
り

娘」「四季物語⊥「親ご》ろ」「くりすま
ツリ　

す樹1の6編の口語の抄訳である。

「親ご》ろ」は「ある母親の物語」「く

りすます樹」は「縦の木」の訳。百島

操は冷泉と号し，グリム，トルストイ，

ストウ夫人のアンクル・トムなども訳

している。

25．明治41．・11火打箱・寺谷大波

　　（友吉）編　笹井英昭画　三文館

　　39P　（世界お伽噺第4編）

　　　　　　　　　　　　〈特471－670＞

　寺谷大波については不明だが，小波

が博文鯨から『世界お伽噺』全100冊を

明治31ん40年にかけて出版した，そ4），

成功を見ての企画であろう。第1巻の

はしがきに「傳文館世界お伽噺発行に

’就て」とあって，　「新井文明堂主人と

久保田独立閣主人が自分のところに来

て，小波の博文館，世界お伽噺も完結
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したから，共同でr世界お伽噺』の体

面を汚さないようなお伽噺集を発行し

たいと話した。自分は小波さんのよう、

な掌派な方の真似などできぬから一一応

ことわったが，両人のたってのたのみ

でついに承知した。傳下館の名は書経tt

の中にある語を思い出して？けた」と

の意味のととがかいてある。しかし名

も小波に対して大波∴出版社は傳文

墨・叢吾名も同じで・章こと1『まぎち

わしい。この叢書は明治41年から大正

にかけて出たもめである。

鍬明治43・10教育お伽噺和田垣一

　　謙i三　（1860－1919）星野久成共訳

　　小川尚栄堂　335P　＜98－276＞1

　　「教育お伽噺⊥と名づけ．てアンデル

センの物語を人生訓と．うけとって．い

る。1冊に52話をもりこんでいるので

抄訳になり誤訳も多い。・「小クラウス

と大クラウス」が「二人杢兵衛」，．「雪の

女王」のカイとゲルダが太郎と美イち

．やんなど日本風な改変がめだつ。また

　「絵のない絵本」を「月物語」と題し

て，そのうちの1夜から12夜までを挿

入している。訳者めr人和田垣氏は明

治14年イギリス留学後，』法科大学講師

となり，幽 ､業学校を経営して民望実業

教育の振興にっとめた。和田塩星野

共氏は同じ出版社かち『家庭お伽噺』「

　（グリム原作うも出している。

27．明治44．－3　アンデルゼン物語

　　内山春風訳　春祥堂．’光世館一

　　．？．92P　，〈　338一一13＞一

　「野鵠」r縦の木」「赤い靴」「小人魚」

「鐘」「母の情」「水の滴り」「薔薇の精」

’r家鴨0子」「四季物語∫雛菊」の11篇

、を収める。　「母の情」は「ある母親の

物語」，　t水の滴り」は’「ドブの水」で

ある。訳者は巻末のアンデノレセンの紹

介の中で，、アンデルセンのお伽噺は子

どもの読むべきお伽噺でなく，深い人

．生観と哲理があるとのべている。内山

春風については詳細は不明であるが・J

、口絵1〈肖像写真があり，ま左滑川道夫

氏はrアンデルセン研究』（日本児童

文学学会）の中で、「日比谷図書館につ

とめていた」「とかVxて居られる。

28．明治44．4　アンダアゼンお伽噺

　　近藤敏三郎訳　精華堂書店264P

　　　　　　　　　　　　＜338一一18＞

　「皇帝のお召物」「雛菊」「不思議な鞄」

「燐寸売の小娘」など16編の抄訳。．訳

者は，はしがきでアンデルセンのお伽

噺を「人生を指導する名著」ととら

え，一編ごとに融訓的な解説を加えて

いる。’なお訳者はこの他にグリムやロ

ビン・フヅドなどを訳しているが，そ

のいずれにも教訓的な解釈を与えてい

る。・

　　　　　　　　アンドルセン
29．・明治44．4安心仙家庭物語上
　　．田万年置f867－1937）訳　橋口五葉

　　（1880－1921）前年美堂610P

　　　　　　　　　　　　〈329Tr94＞

　漢字制限，・国語音韻，ロごマ字普及

等に先駆的働きをした国語学者上田万

年は，子どもの読物についても多くの
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すぐれた業績を残した。この本は完訳

1に近く7．「三吟家鴨の雛」をはじめ25

篇のすぐれた訳がおさめられている。

、アンデルセンの作品の味を生かした，

童話としての訳は，ここにきて始めて

でたという感がする。さし絵の橋口五

葉は明治．・大正にかけての洋画家，版

画家として名高い。

　　　　　　　注

1　『明治のアンデルセン　山室静氏の

　講i演と翻訳目録』児童書の会　1971

2　注1に同じ

3　注．1に同じ

　おわりに

　アンデルセンの翻訳年表は，支部上

野図書館にいた頃から手がけてはい

た。しかしこれは年表であって，その

個々め本についての調査はされていな

かった。たまたま昭和43年秋の当館職

員組合の文化祭の折，館内の有志のグ

ループである児童書の会で，t／当館所蔵

のアンデルセンの翻訳本の展示会をす

ることになり，その年表をもとにして

皆で手わけして訳者，画家その本が

訳された社会的背景などに？いてしら

べてみた。またその折山室三三をまね

いて講演をしそいただいた。それらは

　『明治のアンデルセン　山室三三の講

演と翻訳目録』　（児童書の会　1971）．

のパンフレットにまとめられている。

今回の翻訳目録には，パンフレッド作

成以後にわかったこと，以前にはスペ

ースがなくて書けなかったことなどを

つけ加えた。その中には多分に都の解

釈や類推がふくまれているが，目録の

解題のもとになったものはジ児童書の

会の人達の共同の作業であるととを，．

特におことわりしておきたい。パンフ

レットたのった解題には，掲載雑誌に

ついての説明，および原文のrセンチ

、ンスがはいっているが，今回はこれを

はぶいた。また山室静氏の講演の内容

をたびたび引用させていただいたが，

これはぜひ読んでいただきたいと思

う。またアンデルセンの翻訳に関して

・その後多くの方にいろいろ情報をいた「

だいた。本文にお名前をあげさせてい

元だいたが，ここにあつく御礼申し上

げたい。先にものべたように，アンデ

ルセンの翻訳，翻案はまだあるかもし

れない。また訳者についてもわからな

いことが多々ある。お気づきの点ご教

示いただければ幸である■。

　　　（いしかわ・はるえ：』人文課主査）
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